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詳
細
は
東
大
和
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
議
事
録
を
参
照
願
い
ま
す
。
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加
、
写
真
撮
影
し
て
掲
示
板
に
張
り
、
そ
の
後
に
市
が

確
認
し
、
修
繕
状
況
を
市
が
そ
の
掲
示
板
に
張
る
と
い

う
サ
イ
ト
が
あ
る
。
市
民
の
方
は
市
の
職
員
が
何
や
っ

て
い
る
か
見
え
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
。
先
程
も
『
安

全
安
心
メ
ー
ル
』
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
な
い
と
言
っ

て
い
た
が
、
問
い
合
わ
せ
を
し
づ
ら
い
状
況
が
市
民
の

方
に
は
あ
る
と
思
う
の
で
、
掲
示
板
的
な
使
い
や
す
い

も
の
を
つ
く
る
の
は
ど
う
か
。

　
　
　

 

道
路
の
陥
没
等
の
通
報
の
件
は
、
全
国
で
も
少

し
ず
つ
採
用
さ
れ
始
め
て
『
道
路
通
報
シ
ス
テ
ム
』
と
し

て
写
真
を
現
地
で
撮
影
、
そ
れ
を
位
置
情
報
を
G
P
S
で

取
得
し
て
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
東
大
和
市

で
は
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
市
民
の
方
か
ら
の
通
報
で
、
道

路
の
不
具
合
箇
所
の
補
修
等
を
行
っ
て
い
る
が
、
職
員
が

行
う
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
だ
け
で
は
、
全
長
が
約
2
1
0
キ

ロ
以
上
あ
る
道
路
を
隅
々
ま
で
確
認
し
切
れ
な
い
部
分
も

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
有
効
だ
が
、
費
用
等
も

か
か
る
の
で
今
後
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

 

中
央
１
丁
目
開
設
予
定
の
福
祉
施
設
に
つ
い
て
、

28
年
第
1
回
定
例
会
3
月
議
会
で
補
正
さ
れ
、
3
月
時
点

で
当
初
の
出
来
高
が
78
％
の
予
定
が
5
％
に
な
り
、
4
カ

月
遅
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
状
態
と
こ
の
事
業
を
行
う
事

業
者
の
今
ま
で
の
経
緯
を
伺
う
。

　
　
　

 

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
開
所
の
資
料
で

は
第
1
回
住
民
説
明
会
が
、平
成
26
年
8
月
25
日
に
開
か
れ
、

28
年
10
月
開
設
予
定
と
あ
る
が
、
約
2
カ
月
間
遅
れ
28
年
12

月
開
設
予
定
で
、事
業
主
は
、認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
実
績
は
無
い
が
、
認
知
症
の
訪
問
関
係
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
、
通
所
介
護
事
業
所
等
の

介
護
の
事
業
を
多
数
や
っ
て
い
る
認
識
で
い
る
。

　
　
　

 

介
護
の
事
業
は
や
っ
て
い
る
が
、
認
知
症
高
齢
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
事
業
や
ら
れ
て
な
い
と
。
資
料
提
出
、
職

員
配
置
計
画
と
い
う
も
の
を
提
出
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
が
、

必
要
な
研
修
を
終
え
た
方
の
も
の
が
書
か
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
説
明
会
に
来
た
数
、
書
類
の
提
出
を
し
た
数
、
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
数
、
全
て
事
業
者
の
数
等
を
伺
う
。

　
　
　

 

事
業
主
か
ら
公
募
の
際
、
書
類
の
提
出
を
求
め
て

い
る
。
公
募
要
項
で
は
、
人
員
に
関
す
る
基
準
、
採
用
計
画
、

職
員
の
能
力
を
図
る
研
修
計
画
等
あ
り
記
述
が
あ
る
と
認

識
を
し
て
い
る
。
応
募
事
業
者
の
数
は
、
8
事
業
者
で
全
て

書
類
を
提
出
、
書
類
審
査
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
最
終
的

に
は
27
年
4
月
に
東
京
都
で
事
業
者
決
定
を
し
た
。
今
回

の
審
査
基
準
は
、
公
募
要
項
の
中
に
書
か
れ
て
い
る
。
例
え

ば
運
営
の
確
実
性
、
運
営
方
針
、
理
念
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
、

地
域
関
係
機
関
と
の
連
携
、
施
設
内
容
、
さ
ら
に
こ
れ
に
基

づ
い
て
審
査
基
準
の
ポ
イ
ン
ト
も
中
に
入
っ
て
い
る
。
審
査

の
ポ
イ
ン
ト
は
組
織
運
営
の
的
確
性
、
財
政
運
営
の
安
定

性
、
事
業
運
営
の
確
実
性
、
事
業
計
画
の
妥
当
性
と
い
っ
た

ポ
イ
ン
ト
で
評
価
。
そ
の
他
の
7
事
業
者
は
そ
れ
ぞ
れ
評

価
を
し
た
が
、
最
終
的
に
こ
の
1
社
が
一
番
適
格
性
が
優
れ

（普通のファクスと同じように送ってください）

裏ページへ

　
　
　

 『
東
大
和
ス
タ
イ
ル
』
と
い
う
ア
プ
リ
が
で
き
た

が
、
年
間
費
用
1
2
9
万
6
,
0
0
0
円
の
保
守
委
託
業

務
は
毎
回
か
か
る
の
か
。
ま
た
、
安
全
安
心
メ
ー
ル
は
登

録
者
数
に
よ
り
年
間
の
維
持
費
用
が
変
化
す
る
の
か
。

　
　
　

 

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
し
て
、
産
業
振
興
課
と
健
康

課
の
保
守
点
検
費
用
の
総
額
で
、ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
に
よ
っ

て
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
安
全
安
心
メ
ー
ル
の
現
契
約

内
容
は
登
録
件
数
が
１
万
件
以
内
で
あ
れ
ば
現
在
、
月
額

は
定
額
で
前
年
比
で
5
万
1
,
1
0
0
円
、
2
万
件
以
内

の
場
合
で
月
額
税
抜
き
8
万
7
,
6
0
0
円
、
3
万
件
の

場
合
が
月
額
税
抜
き
11
万
6
,
8
0
0
円
と
な
る
。

　
　
　

 『
安
全
安
心
メ
ー
ル
』
に
登
録
し
て
い
る
方
を
、『
東

大
和
ス
タ
イ
ル
』
側
に
移
行
す
る
事
は
可
能
か
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
て
る
方
は
ア
プ
リ
を
使
え
る
が
、
ガ

ラ
ケ
ー
や
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
の
方
は
『
安
全
安
心
メ
ー

ル
』
し
か
使
え
な
い
と
同
時
に
、
ま
だ
ア
プ
リ
を
使
う
よ

り
も
、
メ
ー
ル
で
来
た
方
が
良
い
と
い
う
お
話
も
あ
る
。

登
録
数
を
減
ら
す
事
で
、
予
算
を
削
減
で
き
な
い
か
。

　
　
　

 

他
の
ソ
フ
ト
を
載
せ
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
サ
ー

バ
ー
の
設
置
や
シ
ス
テ
ム
の
修
正
費
用
等
が
別
に
必
要
で

あ
る
。
大
き
な
シ
ス
テ
ム
は
、
業
者
の
方
に
お
願
い
し
て

い
て
、
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
上
げ
る
と
な
る
と
1
、
2
人

で
は
難
し
い
が
、
今
後
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
エ
ラ
ー
処

理
の
職
員
を
育
成
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

 

市
長
の
答
弁
の
よ
う
な
職
員
を
育
て
て
ほ
し
い
。

次
に
、『
安
全
安
心
メ
ー
ル
』
の
送
信
内
容
だ
が
、「
振
り

込
み
詐
欺
が
市
内
で
あ
り
ま
す
。
警
察
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
」、
台
風
情
報
等
、
書
か
れ
て
い
る
が
ど
こ
の
担
当

の
情
報
か
、
連
絡
先
が
が
わ
か
ら
な
い
状
態
な
の
で
、
電

話
番
号
を
つ
け
た
上
で
送
信
す
る
事
は
可
能
か
。

　
　
　

 

現
在
の
契
約
内
容
で
は
1
回
の
送
信
文
字
数
が
、

テ
キ
ス
ト
全
角
2
5
6
文
字
の
制
限
で
、
発
信
元
や
連
絡
先

が
あ
る
と
便
利
だ
が
、
情
報
の
型
の
中
で
調
整
が
で
き
る
か

す
ぐ
に
お
答
え
す
る
事
は
で
き
ず
、
研
究
し
た
い
と
思
う
。

　
　
　

 

そ
の
他
に
『
東
大
和
ス
タ
イ
ル
』
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
で
情
報
発
信
を

し
て
い
る
状
態
だ
が
、
各
部
署
が
行
う
の
で
は
な
く
全
庁

的
に
、
今
後
ど
う
い
っ
た
形
で
情
報
発
信
を
行
う
か
を
踏

ま
え
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　

 

基
本
的
に
は
市
が
メ
ー
ル
を
発
信
し
て
る
の
で
、

情
報
に
よ
っ
て
問
い
合
わ
せ
先
が
変
わ
る
事
が
無
い
よ
う

に
、
例
え
ば
市
の
防
災
課
・
防
災
安
全
課
と
一
本
化
で
掲

載
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
『
ご
み
分
別
ア

プ
リ
』
は
台
風
の
影
響
等
で
ご
み
収
集
で
き
な
い
時
に
市

か
ら
の
お
知
ら
せ
が
で
き
る
機
能
を
備
え
て
い
る
。

　
　
　

 

6
月
議
会
で
災
害
の
質
問
と
、
ま
た
6
年
前
に

も
要
望
し
た
が
、
市
内
の
道
路
の
小
さ
な
陥
没
、
枝
が

出
て
る
、
フ
ェ
ン
ス
が
倒
れ
て
る
等
、
今
は
市
長
へ
の
手

紙
や
市
へ
の
電
話
等
で
修
繕
を
行
っ
て
い
る
状
況
だ
が
、

他
市
で
は
こ
う
い
う
情
報
を
市
民
か
ら
位
置
情
報
を
追

て
い
る
と
認
識
し
た
。
選
定
委
員
は
福
祉
部
長
、
高
齢
介

護
課
長
、
福
祉
推
進
課
長
、
生
活
福
祉
課
長
、
都
市
計
画

課
長
の
職
員
に
あ
る
者
、
及
び
東
大
和
市
介
護
運
営
協
議

会
か
ら
選
出
さ
れ
た
代
表
委
員
1
名
で
あ
る
。

書
類
に
つ
い
て
は
、
我
々
は
市
と
し
て
確
認
を
し
て
い
る
。

職
員
の
配
置
計
画
書
は
、
全
て
ど
こ
の
法
人
も
職
種
別
に

何
人
区
と
い
う
形
で
出
さ
れ
、例
え
ば
管
理
者
で
あ
れ
ば
、

管
理
者
が
計
画
作
成
担
当
者
と
兼
務
す
る
、
そ
の
他
に
認

知
症
の
介
護
実
践
者
や
そ
の
管
理
者
研
修
を
受
け
て
い
る

資
格
が
あ
る
者
が
職
員
の
配
置
計
画
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
法
人
が
同
じ
よ
う
な
形
で
計
画
書
を
提
出
し
、
そ
の
中

を
全
て
私
ど
も
で
審
査
を
し
て
い
る
。

　
　
　

 

こ
の
配
置
計
画
書
に
関
し
て
は
、
他
の
と
こ
ろ
で

兼
務
で
も
大
丈
夫
だ
と
兼
務
内
容
が
書
い
て
あ
る
が
、
実
際

こ
れ
を
持
っ
て
な
く
て
も
通
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
東
京
都
で
は
介
護
実
務
者
及
び
そ
の
指
導
的
立
場
に

あ
る
者
を
対
象
に
、
認
知
症
介
護
の
技
術
の
向
上
を
図
り
、

認
知
症
介
護
の
専
門
職
を
育
成
す
る
研
修
を
実
施
し
て
い

る
。
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
指
定
基
準
の
修
了
証
等
が
あ

る
の
か
は
現
時
点
で
確
認
で
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

 

ま
だ
、
配
置
は
決
定
し
て
い
な
い
。
全
て
資
格
の

書
類
な
ど
も
揃
え
ら
れ
た
上
で
、
東
京
都
に
指
定
申
請
を
指

定
日
2
カ
月
前
ま
で
に
出
す
の
で
そ
こ
で
提
出
さ
れ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
正
式
に
は
竣
工
が
で
き
、
引
き
渡
し
が
で

き
て
か
ら
指
定
の
申
請
が
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
そ

う
い
っ
た
研
修
も
、
当
然
も
う
行
わ
れ
て
研
修
を
修
了
し
た

人
が
管
理
者
に
な
る
と
考
え
て
い
る
が
、
今
の
時
点
で
は
指

定
の
申
請
は
こ
れ
か
ら
で
、
一
連
の
全
て
を
や
っ
て
い
た
だ

い
た
上
で
、
書
類
を
含
め
て
確
認
を
す
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

 

今
こ
こ
で
お
話
し
し
た
も
の
は
法
人
ま
た
は
そ
の

施
設
の
代
表
者
が
取
得
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
要
項
で
本

来
、
取
得
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
確
認

は
し
て
い
な
い
と
い
う
事
か
。
12
月
に
引
き
渡
し
で
、
先
ほ

ど
2
カ
月
前
に
と
言
わ
れ
た
が
、
い
つ
提
出
に
な
る
の
か
。

　
　
　

 

1
点
訂
正
だ
が
、
こ
れ
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
で
、

指
定
は
市
の
仕
事
に
な
る
。
指
定
の
申
請
は
、
12
月
1
日
で

10
月
末
に
提
出
を
し
て
そ
の
際
に
事
業
所
の
方
が
書
類
等
、

必
要
な
も
の
が
全
く
揃
え
ら
れ
な
い
と
指
定
は
出
来
な
い
。

12
月
１
日
に
努
力
し
て
開
設
し
て
い
た
だ
く
し
か
な
い
。

　
　
　

 

も
し
無
い
と
し
た
ら
虚
偽
に
な
り
、
こ
の
事
業
所

を
選
定
し
た
方
々
、
福
祉
部
長
、
そ
の
他
、
部
長
、
課
長

に
専
門
性
が
実
際
に
あ
る
の
か
と
い
う
話
に
も
な
る
。
こ

の
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
小
規
模
多
機
能
居

宅
介
護
に
関
し
て
は
や
ら
れ
て
な
い
と
い
う
話
だ
が
、
決

定
後
に
他
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
「
実
施
方
法
や
運
営
方

法
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
何
度
も
連

絡
が
あ
っ
た
話
を
聞
い
て
い
る
が
、
把
握
し
て
い
る
か
。

資
格
は
あ
る
が
、
運
営
で
き
る
か
考
え
る
と
「
わ
か
ら
な

い
」
と
言
っ
て
い
る
業
者
で
あ
り
、
そ
の
業
者
を
選
ぶ
の

は
、
ど
う
い
う
事
か
と
考
え
る
。
決
定
さ
れ
て
い
る
が
、

実
施
方
法
や
経
営
方
法
が
わ
か
ら
な
い
と
言
い
に
行
く
よ

う
な
と
こ
ろ
を
、
も
う
一
度
聞
く
が
何
故
選
ん
だ
の
か
。

　
　
　

 

話
は
聞
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
管
理
者
か
法
人
の

理
事
長
か
、
ど
う
い
う
立
場
の
方
が
そ
れ
を
申
し
入
れ
を

さ
れ
た
の
か
。
理
事
長
が
言
っ
た
と
あ
れ
ば
大
変
な
事
だ

が
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

 

し
っ
か
り
と
し
た
責
任
の
あ
る
方
が
来
た
と
聞

い
て
い
る
。「
運
営
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
」「
実
地
方
法

が
わ
か
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
事
業
者
が
、
運
営
で
き

る
か
疑
問
で
あ
り
、
選
定
さ
れ
た
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。

 

議
員
に
な
っ
て
、
14
年
。
H
P
の
デ
ザ
イ
ン
変
更

か
ら
始
ま
り
、
安
全
安
心
送
信
メ
ー
ル
、
子
育
て

ア
プ
リ
（
東
大
和
ス
タ
イ
ル
）
等
の
提
案
・
実
現
を

行
っ
た
き
た
中
、
色
々
な
情
報
ツ
ー
ル
が
出
来
た

こ
と
に
よ
る
集
約
と
、市
民
か
ら
の
情
報
提
供
ツ
ー

ル
の
提
案
を
行
う
為
の
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

※ご意見を頂き、少しずつ構成を変えていきます。今後も見やすいレポートにする為、ご意見・ご感想お待ちしています。

市
民
へ
の
情
報
発
信
と

情
報
提
供
に
つ
い
て

関 

野
回 

答
関 

野
市 

長

関 

野
回 

答
関 

野
関 

野
回 

答

関 

野
関 

野
回 

答

回 

答
関 

野
回 

答
関 

野

※事務事業評価については、質問時間が足りず質問できませんでした。

番号お願いします
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23

WC
WC

WC

EV

食堂

市民課
など

子育て支援課
など

観光情報
コーナー

エントランス

WC
EV

市民生活課など

職員課など

市政情報
コーナー

1階

2階

3階

WC

WC

WC

EV

福祉推進課など

都市計画課など

議場
２F通路

加
、
写
真
撮
影
し
て
掲
示
板
に
張
り
、
そ
の
後
に
市
が

確
認
し
、
修
繕
状
況
を
市
が
そ
の
掲
示
板
に
張
る
と
い

う
サ
イ
ト
が
あ
る
。
市
民
の
方
は
市
の
職
員
が
何
や
っ

て
い
る
か
見
え
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
。
先
程
も
『
安

全
安
心
メ
ー
ル
』
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
な
い
と
言
っ

て
い
た
が
、
問
い
合
わ
せ
を
し
づ
ら
い
状
況
が
市
民
の

方
に
は
あ
る
と
思
う
の
で
、
掲
示
板
的
な
使
い
や
す
い

も
の
を
つ
く
る
の
は
ど
う
か
。

　
　
　

 

道
路
の
陥
没
等
の
通
報
の
件
は
、
全
国
で
も
少

し
ず
つ
採
用
さ
れ
始
め
て
『
道
路
通
報
シ
ス
テ
ム
』
と
し

て
写
真
を
現
地
で
撮
影
、
そ
れ
を
位
置
情
報
を
G
P
S
で

取
得
し
て
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
東
大
和
市

で
は
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
市
民
の
方
か
ら
の
通
報
で
、
道

路
の
不
具
合
箇
所
の
補
修
等
を
行
っ
て
い
る
が
、
職
員
が

行
う
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
だ
け
で
は
、
全
長
が
約
2
1
0
キ

ロ
以
上
あ
る
道
路
を
隅
々
ま
で
確
認
し
切
れ
な
い
部
分
も

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
有
効
だ
が
、
費
用
等
も

か
か
る
の
で
今
後
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

 

中
央
１
丁
目
開
設
予
定
の
福
祉
施
設
に
つ
い
て
、

28
年
第
1
回
定
例
会
3
月
議
会
で
補
正
さ
れ
、
3
月
時
点

で
当
初
の
出
来
高
が
78
％
の
予
定
が
5
％
に
な
り
、
4
カ

月
遅
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
状
態
と
こ
の
事
業
を
行
う
事

業
者
の
今
ま
で
の
経
緯
を
伺
う
。

　
　
　

 

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
開
所
の
資
料
で

は
第
1
回
住
民
説
明
会
が
、平
成
26
年
8
月
25
日
に
開
か
れ
、

28
年
10
月
開
設
予
定
と
あ
る
が
、
約
2
カ
月
間
遅
れ
28
年
12

月
開
設
予
定
で
、事
業
主
は
、認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
実
績
は
無
い
が
、
認
知
症
の
訪
問
関
係
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
、
通
所
介
護
事
業
所
等
の

介
護
の
事
業
を
多
数
や
っ
て
い
る
認
識
で
い
る
。

　
　
　

 

介
護
の
事
業
は
や
っ
て
い
る
が
、
認
知
症
高
齢
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
事
業
や
ら
れ
て
な
い
と
。
資
料
提
出
、
職

員
配
置
計
画
と
い
う
も
の
を
提
出
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
が
、

必
要
な
研
修
を
終
え
た
方
の
も
の
が
書
か
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
説
明
会
に
来
た
数
、
書
類
の
提
出
を
し
た
数
、
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
数
、
全
て
事
業
者
の
数
等
を
伺
う
。

　
　
　

 

事
業
主
か
ら
公
募
の
際
、
書
類
の
提
出
を
求
め
て

い
る
。
公
募
要
項
で
は
、
人
員
に
関
す
る
基
準
、
採
用
計
画
、

職
員
の
能
力
を
図
る
研
修
計
画
等
あ
り
記
述
が
あ
る
と
認

識
を
し
て
い
る
。
応
募
事
業
者
の
数
は
、
8
事
業
者
で
全
て

書
類
を
提
出
、
書
類
審
査
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
最
終
的

に
は
27
年
4
月
に
東
京
都
で
事
業
者
決
定
を
し
た
。
今
回

の
審
査
基
準
は
、
公
募
要
項
の
中
に
書
か
れ
て
い
る
。
例
え

ば
運
営
の
確
実
性
、
運
営
方
針
、
理
念
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
、

地
域
関
係
機
関
と
の
連
携
、
施
設
内
容
、
さ
ら
に
こ
れ
に
基

づ
い
て
審
査
基
準
の
ポ
イ
ン
ト
も
中
に
入
っ
て
い
る
。
審
査

の
ポ
イ
ン
ト
は
組
織
運
営
の
的
確
性
、
財
政
運
営
の
安
定

性
、
事
業
運
営
の
確
実
性
、
事
業
計
画
の
妥
当
性
と
い
っ
た

ポ
イ
ン
ト
で
評
価
。
そ
の
他
の
7
事
業
者
は
そ
れ
ぞ
れ
評

価
を
し
た
が
、
最
終
的
に
こ
の
1
社
が
一
番
適
格
性
が
優
れ

　
　
　

 『
東
大
和
ス
タ
イ
ル
』
と
い
う
ア
プ
リ
が
で
き
た

が
、
年
間
費
用
1
2
9
万
6
,
0
0
0
円
の
保
守
委
託
業

務
は
毎
回
か
か
る
の
か
。
ま
た
、
安
全
安
心
メ
ー
ル
は
登

録
者
数
に
よ
り
年
間
の
維
持
費
用
が
変
化
す
る
の
か
。

　
　
　

 

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
し
て
、
産
業
振
興
課
と
健
康

課
の
保
守
点
検
費
用
の
総
額
で
、ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
に
よ
っ

て
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
安
全
安
心
メ
ー
ル
の
現
契
約

内
容
は
登
録
件
数
が
１
万
件
以
内
で
あ
れ
ば
現
在
、
月
額

は
定
額
で
前
年
比
で
5
万
1
,
1
0
0
円
、
2
万
件
以
内

の
場
合
で
月
額
税
抜
き
8
万
7
,
6
0
0
円
、
3
万
件
の

場
合
が
月
額
税
抜
き
11
万
6
,
8
0
0
円
と
な
る
。

　
　
　

 『
安
全
安
心
メ
ー
ル
』
に
登
録
し
て
い
る
方
を
、『
東

大
和
ス
タ
イ
ル
』
側
に
移
行
す
る
事
は
可
能
か
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
て
る
方
は
ア
プ
リ
を
使
え
る
が
、
ガ

ラ
ケ
ー
や
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
の
方
は
『
安
全
安
心
メ
ー

ル
』
し
か
使
え
な
い
と
同
時
に
、
ま
だ
ア
プ
リ
を
使
う
よ

り
も
、
メ
ー
ル
で
来
た
方
が
良
い
と
い
う
お
話
も
あ
る
。

登
録
数
を
減
ら
す
事
で
、
予
算
を
削
減
で
き
な
い
か
。

　
　
　

 

他
の
ソ
フ
ト
を
載
せ
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
サ
ー

バ
ー
の
設
置
や
シ
ス
テ
ム
の
修
正
費
用
等
が
別
に
必
要
で

あ
る
。
大
き
な
シ
ス
テ
ム
は
、
業
者
の
方
に
お
願
い
し
て

い
て
、
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
上
げ
る
と
な
る
と
1
、
2
人

で
は
難
し
い
が
、
今
後
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
エ
ラ
ー
処

理
の
職
員
を
育
成
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

 

市
長
の
答
弁
の
よ
う
な
職
員
を
育
て
て
ほ
し
い
。

次
に
、『
安
全
安
心
メ
ー
ル
』
の
送
信
内
容
だ
が
、「
振
り

込
み
詐
欺
が
市
内
で
あ
り
ま
す
。
警
察
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
」、
台
風
情
報
等
、
書
か
れ
て
い
る
が
ど
こ
の
担
当

の
情
報
か
、
連
絡
先
が
が
わ
か
ら
な
い
状
態
な
の
で
、
電

話
番
号
を
つ
け
た
上
で
送
信
す
る
事
は
可
能
か
。

　
　
　

 

現
在
の
契
約
内
容
で
は
1
回
の
送
信
文
字
数
が
、

テ
キ
ス
ト
全
角
2
5
6
文
字
の
制
限
で
、
発
信
元
や
連
絡
先

が
あ
る
と
便
利
だ
が
、
情
報
の
型
の
中
で
調
整
が
で
き
る
か

す
ぐ
に
お
答
え
す
る
事
は
で
き
ず
、
研
究
し
た
い
と
思
う
。

　
　
　

 

そ
の
他
に
『
東
大
和
ス
タ
イ
ル
』
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
で
情
報
発
信
を

し
て
い
る
状
態
だ
が
、
各
部
署
が
行
う
の
で
は
な
く
全
庁

的
に
、
今
後
ど
う
い
っ
た
形
で
情
報
発
信
を
行
う
か
を
踏

ま
え
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　

 

基
本
的
に
は
市
が
メ
ー
ル
を
発
信
し
て
る
の
で
、

情
報
に
よ
っ
て
問
い
合
わ
せ
先
が
変
わ
る
事
が
無
い
よ
う

に
、
例
え
ば
市
の
防
災
課
・
防
災
安
全
課
と
一
本
化
で
掲

載
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
『
ご
み
分
別
ア

プ
リ
』
は
台
風
の
影
響
等
で
ご
み
収
集
で
き
な
い
時
に
市

か
ら
の
お
知
ら
せ
が
で
き
る
機
能
を
備
え
て
い
る
。

　
　
　

 

6
月
議
会
で
災
害
の
質
問
と
、
ま
た
6
年
前
に

も
要
望
し
た
が
、
市
内
の
道
路
の
小
さ
な
陥
没
、
枝
が

出
て
る
、
フ
ェ
ン
ス
が
倒
れ
て
る
等
、
今
は
市
長
へ
の
手

紙
や
市
へ
の
電
話
等
で
修
繕
を
行
っ
て
い
る
状
況
だ
が
、

他
市
で
は
こ
う
い
う
情
報
を
市
民
か
ら
位
置
情
報
を
追

て
い
る
と
認
識
し
た
。
選
定
委
員
は
福
祉
部
長
、
高
齢
介

護
課
長
、
福
祉
推
進
課
長
、
生
活
福
祉
課
長
、
都
市
計
画

課
長
の
職
員
に
あ
る
者
、
及
び
東
大
和
市
介
護
運
営
協
議

会
か
ら
選
出
さ
れ
た
代
表
委
員
1
名
で
あ
る
。

書
類
に
つ
い
て
は
、
我
々
は
市
と
し
て
確
認
を
し
て
い
る
。

職
員
の
配
置
計
画
書
は
、
全
て
ど
こ
の
法
人
も
職
種
別
に

何
人
区
と
い
う
形
で
出
さ
れ
、例
え
ば
管
理
者
で
あ
れ
ば
、

管
理
者
が
計
画
作
成
担
当
者
と
兼
務
す
る
、
そ
の
他
に
認

知
症
の
介
護
実
践
者
や
そ
の
管
理
者
研
修
を
受
け
て
い
る

資
格
が
あ
る
者
が
職
員
の
配
置
計
画
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
法
人
が
同
じ
よ
う
な
形
で
計
画
書
を
提
出
し
、
そ
の
中

を
全
て
私
ど
も
で
審
査
を
し
て
い
る
。

　
　
　

 

こ
の
配
置
計
画
書
に
関
し
て
は
、
他
の
と
こ
ろ
で

兼
務
で
も
大
丈
夫
だ
と
兼
務
内
容
が
書
い
て
あ
る
が
、
実
際

こ
れ
を
持
っ
て
な
く
て
も
通
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
東
京
都
で
は
介
護
実
務
者
及
び
そ
の
指
導
的
立
場
に

あ
る
者
を
対
象
に
、
認
知
症
介
護
の
技
術
の
向
上
を
図
り
、

認
知
症
介
護
の
専
門
職
を
育
成
す
る
研
修
を
実
施
し
て
い

る
。
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
指
定
基
準
の
修
了
証
等
が
あ

る
の
か
は
現
時
点
で
確
認
で
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

 

ま
だ
、
配
置
は
決
定
し
て
い
な
い
。
全
て
資
格
の

書
類
な
ど
も
揃
え
ら
れ
た
上
で
、
東
京
都
に
指
定
申
請
を
指

定
日
2
カ
月
前
ま
で
に
出
す
の
で
そ
こ
で
提
出
さ
れ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
正
式
に
は
竣
工
が
で
き
、
引
き
渡
し
が
で

き
て
か
ら
指
定
の
申
請
が
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
そ

う
い
っ
た
研
修
も
、
当
然
も
う
行
わ
れ
て
研
修
を
修
了
し
た

人
が
管
理
者
に
な
る
と
考
え
て
い
る
が
、
今
の
時
点
で
は
指

定
の
申
請
は
こ
れ
か
ら
で
、
一
連
の
全
て
を
や
っ
て
い
た
だ

い
た
上
で
、
書
類
を
含
め
て
確
認
を
す
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

 

今
こ
こ
で
お
話
し
し
た
も
の
は
法
人
ま
た
は
そ
の

施
設
の
代
表
者
が
取
得
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
要
項
で
本

来
、
取
得
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
確
認

は
し
て
い
な
い
と
い
う
事
か
。
12
月
に
引
き
渡
し
で
、
先
ほ

ど
2
カ
月
前
に
と
言
わ
れ
た
が
、
い
つ
提
出
に
な
る
の
か
。

　
　
　

 

1
点
訂
正
だ
が
、
こ
れ
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
で
、

指
定
は
市
の
仕
事
に
な
る
。
指
定
の
申
請
は
、
12
月
1
日
で

10
月
末
に
提
出
を
し
て
そ
の
際
に
事
業
所
の
方
が
書
類
等
、

必
要
な
も
の
が
全
く
揃
え
ら
れ
な
い
と
指
定
は
出
来
な
い
。

12
月
１
日
に
努
力
し
て
開
設
し
て
い
た
だ
く
し
か
な
い
。

　
　
　

 

も
し
無
い
と
し
た
ら
虚
偽
に
な
り
、
こ
の
事
業
所

を
選
定
し
た
方
々
、
福
祉
部
長
、
そ
の
他
、
部
長
、
課
長

に
専
門
性
が
実
際
に
あ
る
の
か
と
い
う
話
に
も
な
る
。
こ

の
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
小
規
模
多
機
能
居

宅
介
護
に
関
し
て
は
や
ら
れ
て
な
い
と
い
う
話
だ
が
、
決

定
後
に
他
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
「
実
施
方
法
や
運
営
方

法
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
何
度
も
連

絡
が
あ
っ
た
話
を
聞
い
て
い
る
が
、
把
握
し
て
い
る
か
。

資
格
は
あ
る
が
、
運
営
で
き
る
か
考
え
る
と
「
わ
か
ら
な

い
」
と
言
っ
て
い
る
業
者
で
あ
り
、
そ
の
業
者
を
選
ぶ
の

は
、
ど
う
い
う
事
か
と
考
え
る
。
決
定
さ
れ
て
い
る
が
、

実
施
方
法
や
経
営
方
法
が
わ
か
ら
な
い
と
言
い
に
行
く
よ

う
な
と
こ
ろ
を
、
も
う
一
度
聞
く
が
何
故
選
ん
だ
の
か
。

　
　
　

 

話
は
聞
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
管
理
者
か
法
人
の

理
事
長
か
、
ど
う
い
う
立
場
の
方
が
そ
れ
を
申
し
入
れ
を

さ
れ
た
の
か
。
理
事
長
が
言
っ
た
と
あ
れ
ば
大
変
な
事
だ

が
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

 

し
っ
か
り
と
し
た
責
任
の
あ
る
方
が
来
た
と
聞

い
て
い
る
。「
運
営
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
」「
実
地
方
法

が
わ
か
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
事
業
者
が
、
運
営
で
き

る
か
疑
問
で
あ
り
、
選
定
さ
れ
た
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。

 

市民への庁舎内での情報提供などについて

福
祉
施
設
に
つ
い
て

問
題
の
あ
る
選
定
？！
の
福
祉
施
設

表ページより

回 

答
回 

答
関 

野
回 

答
関 

野
来
月
、
桜
ヶ
丘
に
開
所
す
る
「
は
ー
と
ふ
る
」

の
人
員
不
足
と
中
央
１
丁
目
に
開
所
す
る
「
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
の
選
定
に
不
正
？！
の
情
報
や

必
要
資
格
が
足
り
な
い
業
者
を
選
定
し
た
可
能

性
が
出
て
き
た
為
、
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

市役所 2 階の通路（議会へ続く通路）の元喫煙場所に食堂横にある売店を移動するとの情
報が入った。市民利用や動線を考えれば、2 階通路ではなく、1 階の来庁者スペースに移動
する考えが当たり前。しかし、この役所は、何も考えずスペースのある場所に移動する傾向
があるため、再度検討するためと提案も含めて一般質問しました。
今回は質問時間が足りず提案のみとなりました。
 関野  議会内で喫煙者は多分私だけだが、喫煙所が無くなった事の質問ではなく、ああいった囲われた場
所で吸わされるのは正直嫌だったが、喫煙所が無くなりその後、食堂の隣にある売店が移るというお話を
伺ったが、食堂と売店が一番端はどうかと思うがいかがか。
 回答  従前より売店を改善しなければいけない課題があった。取り扱う商品が多様化した事で売り場面積
が狭い・保健所の指導の関係等もあり大きなスペースが必要であると。来庁者にとってアクセスを考えると、
南北にある正面玄関から出入りする方が多く、目立つところと考え今のエレベーターを上がり、2 階に売店
をという立地条件が最適であると判断した。
 関野  市民が役所に来る動線から考えると、2 階は行かないのでは。高齢者福祉の方が見えるか、傍聴に
来られる方、議会に陳情に来られる方がここを通ると私は思う。1階の無くなった元喫煙スペースに設置す
ると良いかと思う。水道、手洗い等が2階、1階、同じようにあるので活用したらどうか。
 回答  部長市民部の方の来庁者の待ち合いスペースで利用していたが、特にマイナンバーが始まってから
市民課のほうの窓口も拡張してる関係もあり非常に狭いスペースに
なった。今現在も既に市民の待ち合いスペースとして活用させていた
だく。確かに 2 階は目立たないが、案内する場合に 1 階の PR 方法も
考えるべきだが、場所的に検討している。
 関野  やはり 1 階の方が市民が多く、売り上げも上がると思う。観光、
市政コーナーにはすばらしい情報が置いてある。それらを 1 階のそう
いったスペースに置く。観光コーナーとセットになるのわからないが、
市長が情報公開として行っているので、そういったものや通路には議
会に関することや予算に関する事を置く等の形にしていただければと
要望する。まだ、起案が上がってないので、再度検討を願う。

市政コーナーは、予算書等の一部
が以前は観光コーナーにあった。
その理由は、市長の情報公開の強
化によるものであったため、賛成
もしていた。

このように考えると、移動をするならば、1 階に観
光コーナーと売店、そして、少しの市政コーナーと
待合スペース。2 階通路には、議会情報コーナーと
市政情報コーナーと情報を見るためのスペース。そ
して 3 階は現在同様の市政情報コーナーとするの
が、市民利用者を考えれば普通と私は考えている。

市民が来庁して一番利用するのは、1 階、そして 2
階の福祉課が一番多い。2 階の通路については、議
会に用事のある方しか通らない状況である。

売店1Fエントランス部分

２F通路 市政情報コーナー

観光情報コーナー

この位置に食堂や一部行政コーナーを
置いてほしいのが今回の要望である。

番号お願いします


